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計画区域

計画期間

かつらぎ町全域と、町外とつながるコミュニティバスの沿線
地域とします。

なお、「かつらぎ町都市計画マスタープラン」を踏まえ、下図の
とおり4つに区分しています。

計画の目的

令和12年度
(2030)

令和8年度
（2026）

本計画は、「第5次かつらぎ町長期総合計画」の基本理念（かつらぎ

町民憲章）に沿って、誰もが安心して移動できる公共交通を
将来にわたり持続可能な形で、より使いやすく提供していくことを目的
とします。
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計画対象の交通手段

コミュニティバス

デマンド乗合交通
「かつらいど」

JR和歌山線

有田鉄道バス

紀の川市
地域巡回バス

有田川町
公共ライドシェア

一般乗用タクシー

スクールバス 介護タクシー

紀美野町
コミュニティバス

大十バス

(高野マリンライナー)

高野町
ふれあいタクシー

ふれあいサービス

必要に応じて連携



交通手段 幹線／支線 役割

JR和歌山線

東西
幹線軸

都市間幹線
町内外を結び都市間の大量
輸送に対応する

コミュニティバス 地域間幹線
主に都市活動エリア内にお
いて、複数の目的地間の移
動に対応する

新城・花園コース 南北幹線軸
主に花園地区や他市町と都
市活動エリアを結ぶ

天野コース 支線
主に天野地区と都市活動エ
リア内とを結ぶ

デマンド乗合交通
「かつらいど」

支線
コミュニティバスでカバー
しきれない中山間地域と都
市活動エリアを結ぶ

ふれあいサービス、
有田鉄道バス、
有田川町公共
ライドシェア

支線

花園地域内と地域中心部等
を結び、地区中心部（南北
幹線への乗継含む）への移
動に対応する
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めざす将来の公共交通ネットワーク
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実現をめざす暮らしの変化

現役世代：送迎のために早く帰る
必要が無くなって助かった。
祖父母にお願いしなくて済むから
気兼ねが無くなった。

運転不安世代：免許を返納しても
買い物や通院に安心して行ける
ようになったわ。

高校生・大学生：自宅から
高校へ通えてうれしい！
バイトも公共交通で行ける
から、送迎を頼まなくて
済むね。

中学生：部活の帰りもバスで友達と一緒
に帰れるから楽しい！

小学生：お母さんに迎えに
来てもらわなくても、習い事
に1人で行ける！

町外の観光客：車が無くてもかつらぎ町
の魅力を満喫できました！

プレシニア～アクティブ
シニア：まだ車を運転
しているけど、免許を
返納しても生活が
できそうだね。

地域 暮らしのイメージ

都市活動
エリア

紀の川沿いの公共交通の増便で移動がしやすい

送迎に頼らなくても部活や習い事に通える

駅などの案内が分かりやすい

河北地域
河南地域

送迎に頼らなくても通学ができる

デマンド乗合交通「かつらいど」で買い物に行ける

送迎負担が軽くなって、自分の時間が持てる

花園地域

コミュニティバスで送迎に頼らなくても学校に通える

日常の買い物や通院はふれあいサービスで済ませられる

都市活動エリアへはコミュニティバスで乗継ができる
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公共交通の将来像

め ざ す べ き
かつらぎ町の
公共交通の姿

送迎に頼り過ぎず
自力でお出かけ
できる環境の構築

駅等の交通結節点
の機能強化と

利便性向上

利用者視点の
情報提供と改善

持続可能な
公共交通の運営

観光を支える
交通環境の創出

地域経済・
コミュニティの
活性化
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問題解決に向けた４つの基本方針

かつらぎ町の問題点 基本方針

公共交通運営や施策
進行に係る体制が
脆弱

公共交通に関する
情報発信が不足
している

都市活動エリア内の
移動がしづらい

依然として送迎負担
が残っている可能性
がある

公共交通の利活用に
向けた連携が不足
している

基本方針1:分かりやすさと
乗り継ぎしやすさを向上します

基本方針2:送迎に頼り過ぎ
ない移動を実現します

基本方針3:公共交通を通じて
回遊・交流を生み出します

基本方針4:公共交通の持続
可能性を高めます



7

施策1 軸としての公共交通サービスの確立

施策2 運賃体系・決済手段の連携

施策3 交通結節点における機能の強化

施策4 交通結節点の活用促進

基本方針１

運行ルートや乗継を
考慮したダイヤの見直し

運賃体系や決済手段を
見直し

ダイヤやルートの再編

キャッシュレス決済の
導入

▲決済端末導入のイメージ

▲ダイヤ再編のイメージ

分かりやすさ と

乗り継ぎしやすさ
を向上します

出典：(株)JR西日本テクシアwebサイト
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基本方針２

送迎に頼り過ぎない移動
を実現します

施策5 生活リズムに合わせた交通サービスの提供

おでかけ準備運動の推進

「免許返納」前から公共交通
を使う体験や練習をする取組
を企画・実施

デマンド乗合交通
「かつらいど」の改善

デマンド乗合交通
「かつらいど」を活用した、
住民の生活リズムに合わせ
た運行への改善

▲周知チラシの例

出典：日本モビリティ・マネジメント会議webサイト
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公共交通を通じて回遊・交流
を生み出します

基本方針３

施策6 多様な主体と連携した移動手段の確保

施策7 多様な主体と連携した外出促進

施策8 多様な主体と連携した利用促進

出前授業や乗り方教室の開催

こどもから大人までを対象に
公共交通の乗り方を楽しく
学ぶきっかけを企画

さまざまな主体と連携した
公共交通を利用した
外出機会の創出

外出のきっかけづくり

▲乗り方教室の例

出典：和歌山県webサイト
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公共交通の持続可能性
を高めます

基本方針４

採用活動の支援

他市町と連携した就職
フェアの開催支援

安定した運営基盤

持続可能な公共交通の
運行を維持するための
資金と運営体制の確保

施策9 採用活動の強化

施策10 公共交通の維持に係る資金の確保

▲UIJターン向けサイト例

出典：広島県移住ポータルサイト



かつらぎ町地域公共交通計画
《概要版》
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